
特
集
・
横
浜
の
地
下
②

地
盤
と
地
震
災
害

中
台
　
寿
／
森
　
一
紀

　
昨
年
六
月
の
宮
城
県
沖
地
震
で
、
仙
台
市
の
緑
が
丘

を
初
め
郊
外
地
域
が
旧
市
街
地
に
比
べ
て
大
き
な
地
震

災
害
を
受
け
た
こ
と
は
ま
だ
記
憶
に
あ
た
ら
し
い
。

　
旧
市
街
地
と
郊
外
地
域
の
地
盤
構
成
に
大
き
な
差
異

が
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
こ
れ
は
、
地
震
災
害
が
そ
の

地
盤
状
況
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
主
と
し
て
、
旧
計
画
局
防
災
技

術
部
が
昭
和
五
十
―
五
十
一
年
度
に
行
っ
た
「
地
震
と

地
盤
及
び
建
物
に
関
す
る
調
査
」
の
中
か
ら
、
特
に
地

盤
と
地
震
災
害
に
関
連
の
深
い
事
項
に
つ
い
て
、
以
下

述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

横
浜
市
の
地
形
、
地
盤
構
成
の
概
要

　
本
市
の
地
形
は
、
樹
枝
状
に
分
岐
す
る
丘
陵
地
と
、

こ
の
丘
陵
地
を
開
析
し
て
東
京
湾
に
流
れ
こ
む
鶴
見

川
、
帷
子
川
、
大
岡
川
及
び
相
模
湾
に
流
れ
こ
む
柏
尾

川
、
境
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
沖
積
低
地
か
ら
で
き

て
い
る
。

　
丘
陵
地
（
標
高
二
〇
肩
以
上
の
地
域
）
と
沖
積
地

　
（
埋
立
地
を
含
む
）
の
比
は
お
よ
そ
一
対
一
で
、
最
高

地
は
標
高
「
五
六
・
八
四
封
、
。
最
低
地
は
マ
イ
ナ
ス
一

・
四
二
㍍
と
な
っ
て
お
り
、
起
伏
に
富
ん
だ
地
形
で
あ

る
。

　
丘
陵
地
を
細
分
す
る
と
、
標
高
一
一
〇
―
一
三
〇
㍍

の
地
質
学
上
多
摩
Ｉ
面
と
よ
ぼ
れ
る
丘
陵
地
が
、
本
市

の
南
端
付
近
、
円
海
山
の
南
一
帯
に
ひ
ろ
が
っ
て
い

る
。
標
高
六
〇
―
一
〇
〇
㍍
の
多
摩
1
1
面
と
よ
ば
れ
る

一
―
横
浜
の
地
形
、
地
盤
構
成
の
概
要

ニ
―
地
震
災
害
予
測
の
た
め
の
基
礎
の
整
理
、

　
　
　
作
成

三
―
地
震
予
想
被
害

四
―
崖
崩
壊
の
危
険
に
つ
い
て

　
丘
陵
地
は
、
本
市
北
西
部
か
ら
南
東
部
に
か
廿
て
大
き

　
な
分
布
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
標
高
三
〇
―
五
〇
肩
の

　
下
末
吉
面
と
よ
ば
れ
る
台
地
は
、
多
摩
Ⅱ
面
の
東
側
の

　
下
末
吉
台
地
及
び
西
側
の
相
模
野
台
地
で
あ
る
。

　
　
こ
れ
ら
の
丘
陵
地
の
表
面
は
、
横
浜
南
部
の
一
部
を

　
除
い
て
、
厚
い
降
下
火
山
灰
（
関
東
ロ
ー
ム
層
）
に
よ

　
っ
て
覆
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
厚
さ
は
、
最
大
三
〇
肩
に

　
達
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
　
沖
積
低
地
は
、
高
度
二
〇
㍍
以
下
の
沖
積
地
と
臨
海

　
部
の
埋
立
地
と
か
ら
な
っ
て
い
る
。
本
市
に
は
大
規
模

　
な
河
流
氾
濫
原
や
海
岸
平
野
が
少
な
い
た
め
、
沖
積
層

　
の
分
布
は
比
較
的
限
ら
れ
て
お
り
、
一
般
に
丘
陵
地
や

　
台
地
の
縁
辺
部
で
は
薄
く
、
臨
海
部
に
近
づ
く
ほ
ど
厚

　
く
な
っ
て
い
る
。

10
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沖
積
層
の
厚
さ
は
、
基
盤
の
三
浦
層
群
の
起
伏
に
よ

っ
て
支
配
さ
れ
る
が
、
〇
―
五
〇
㍍
の
範
囲
で
変
化
し

て
い
る
。

　
各
河
川
の
流
域
別
に
み
る
と
、
帷
子
川
の
河
口
付
近

で
最
も
厚
く
、
五
〇
肩
に
達
し
、
鶴
見
川
、
大
岡
川
付

近
で
は
最
大
四
〇
肩
程
度
に
な
る
。

　
ま
た
、
沖
積
層
の
層
相
は
一
般
に
、
上
部
砂
層
、
中

部
泥
層
、
下
部
砂
層
の
三
層
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
上
部
砂
層
、
下
部
砂
層
ど
も
層
厚
は
数
肩
以
下

で
、
Ｎ
値
も
一
〇
以
下
の
も
の
が
多
い
。
中
部
泥
層
は

か
な
り
厚
い
シ
ル
ト
、
粘
土
か
ら
な
り
、
Ｎ
値
も
五
以

図―１　表層土質図

下
の
極
め
て
軟
弱
な
地
層
で
あ
る
。

　
本
市
の
埋
立
は
江
戸
初
期
か
ら
進
め
ら
れ
て
お
り
、

現
在
、
そ
の
面
積
は
三
二
平
方
㌔
を
超
え
て
い
る
。
埋

立
地
と
し
て
は
、
主
と
し
て
水
深
五
―
一
〇
㍍
の
所
が

選
ば
れ
て
い
る
。

地
震
災
害
予
測
の
た
め
の
基
礎
資
料
の

整
理
、
作
成

　
大
地
震
時
の
災
害
は
、
第
一
次
災
害
と
し
て
の
震
害

及
び
被
害
が
最
も
大
き
い
と
い
わ
れ
る
第
二
次
災
害
と

し
て
の
火
災
、
爆
発
、
水
害
等
の
災
害
が
あ
る
。
第
一

次
災
害
と
し
て
の
震
害
は
、
そ
の
後
に
発
生
す
る
第
二

次
災
害
の
直
接
的
な
原
因
と
も
な
り
得
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
震
害
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
と
被
害
予
測
を

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
従
来
経
験
的
な
も
の
で
行
っ
て
き
た
が
、
こ

の
調
査
で
は
そ
れ
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
、
科
学
的

に
、
地
震
工
学
的
に
検
討
し
、
よ
り
適
確
な
数
値
を
把

握
し
よ
う
と
試
み
た
。
そ
の
だ
め
に
ま
ず
、
本
市
域
の

地
盤
構
成
を
適
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
次

の
よ
う
な
基
礎
資
料
を
整
理
、
作
成
し
た
。

①
―
地
盤
構
成
の
把
握

(
ア
)
メ
ッ
シ
ュ
の
採
用

　
こ
の
調
査
で
は
、
全
市
域
を
本
市
の
統
一
メ
ッ
シ
ュ

に
よ
り
「
た
て
」
「
よ
こ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
〇
㍍
毎

に
区
分
し
、
そ
れ
を
最
小
単
位
と
し
て
地
盤
構
成
を
設

定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
全
市
域
を
南
北
方
向
六
二
行
、

東
西
方
向
四
五
列
に
五
〇
〇
㍍
ご
と
に
分
割
し
、
一
、

七
九
七
箇
の
メ
ッ
シ
ュ
を
作
成
し
、
こ
れ
を
単
位
と
し

て
各
種
資
料
を
整
理
、
作
成
す
る
と
と
も
に
、
地
盤
振

動
解
析
及
び
建
物
振
動
解
析
を
行
っ
た
。

(
イ
)
横
浜
市
内
土
質
柱
状
図
集
の
作
成

　
ま
ず
、
市
内
の
地
盤
構
成
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を

知
る
た
め
に
、
市
域
内
及
び
そ
の
周
辺
に
あ
る
約
一
〇
、

〇
〇
〇
本
の
ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
そ
の
代
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表
的
な
も
の
二
、
一
三
九
本
を
整
理
し
、
収
録
し
た
横
浜

市
内
土
質
柱
状
図
集
を
作
成
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
２
注
３

質
柱
状
図
、
い
Ｎ
値
、
地
下
水
位
及
び
V
P
、
V
s
等
が
記
入

さ
れ
て
い
る
。

(
ウ
)
土
質
断
面
図
の
作
成

　
上
記
柱
状
図
集
を
も
と
に
、
他
の
土
質
調
査
資
料
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
東
西
方
向
四
五
本
、
南
北
方
向
六

二
本
の
区
画
線
毎
の
土
質
断
面
の
変
化
状
態
が
一
目
で

図―２　液状化危険度分類図

　
見
ら
れ
る
土
質
断
面
図
を
作
成
し
た
。

　
(
エ
)
振
動
解
析
用
土
質
柱
状
図
の
作
成

　
　
上
記
の
横
浜
市
内
土
質
柱
状
図
集
、
土
質
断
面
図
及

　
び
各
種
土
質
資
料
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
市
内
一
、
七

　
九
七
箇
の
メ
ッ

　
析
の
基
本
資
料
と
す
べ
く
、
各
メ
ッ
シ
ュ
の
土
質
を
代

　
表
す
る
一
メ
ッ
シ
ュ
一
点
の
土
質
柱
状
図
を
作
成
し
、

　
土
質
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
た
。

(
オ
)
表
層
土
質
図
の
作
成

　
上
記
資
料
を
も
と
に
、
全
市
域
の
表
層
土
質
図
を
作

成
し
た
（
図
―
１
）
。

　
こ
れ
は
、
地
表
の
振
動
は
表
層
土
質
に
よ
る
影
響
が

大
き
く
、
Ｓ
波
速
度
と
地
盤
の
振
幅
増
幅
度
は
ほ
ぼ
逆

比
例
す
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
地
盤
の
Ｓ
波
速
度
め
比

較
か
ら
、
そ
の
地
盤
の
振
幅
増
幅
度
、
す
な
わ
ち
、
各

種
地
盤
の
関
東
ロ
ｌ
ム
層
に
対
し
て
の
相
対
的
な
｢
ゆ

れ
」
の
大
き
さ
の
比
が
、
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
粘
土
、
シ
ル
ト
、
粘
性
土
な
ど
で

は
、
関
東

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(
カ
)
沖
積
層
基
底
等
深
線
図
の
作
成

　
関
連
基
礎
資
料
と
し
て
作
成
し
た
。

(
キ
)
関
東
ロ
ー
ム
層
等
厚
線
図
の
作
成

　
関
連
基
礎
資
料
と
し
て
作
成
し
た
。

②
―
地
震
の
想
定

　
地
震
予
知
が
ま
だ
定
量
的
に
十
分
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
現
況
下
で
、
災
害
予
測
を
す
る
こ
と
は
大
変

困
難
な
作
業
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
一
九
二
三
年

の
関
東
大
地
震
と
同
規
模
の
地
震
を
想
定
し
て
、
各
種

の
振
動
解
析
な
ら
び
に
被
害
を
算
出
す
る
こ
と
と
し

た
。

　
ア
、
発
生
日
時
　
九
月
一
日
正
午

12
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ロ
ー
ム
層
に
対
し
て
、
一
・
五
倍
の
ゆ
れ
が

シ
ュ
す
べ
て
に
つ
い
て
、
今
後
振
動
解

―



図―３　予想震度分布図
三

イ
、
‐
震
源
地
　
相
模
湾
中
央

ウ
、
規
　
　
模
　
．
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
　
七
・
九

エ
、
気
象
条
件
　
晴
、
東
の
風
、
風
速
四
・
二
㍍
毎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秒

地
震
災
害
予
測

①
―
液
状
化
危
険
度
分
類
図
の
作
成

(
ア
)
地
震
時
に
お
け
る
地
盤
の
液
状
化
現
象
に
関
す
る

　
基
本
的
考
え
方

　
昭
和
三
十
九
年
に
発
生
し
た
新
潟
地
震
（
Ｍ
七
・
五
）

は
、
新
潟
、
秋
田
、
山
形
の
各
県
に
多
大
の
被
害
を
も

た
ら
し
た
。
新
潟
地
震
の
特
徴
は
、
地
盤
と
震
害
と
の

相
関
関
係
が
大
き
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
特
に
埋
立

地
、
旧
河
道
の
砂
層
の
液
状
化
に
よ
る
被
害
が
著
し
か

っ
た
。
こ
れ
以
来
、
地
震
時
の
液
状
化
現
象
が
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
盤
の
液
状
化
現
象
の
予
測
に

関
す
る
研
究
は
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
多
く
の
研

究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
未
だ
明
確
な
予
測
手

法
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

(
イ
)
液
状
化
判
定
基
準
及
び
液
状
化
危
険
度
分
類
図
の

　
作
成

　
液
状
化
に
関
す
る
明
確
な
予
測
手
法
は
確
立
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
各
種
土
質
資
料
を

も
と
に
、
各
メ
ッ
シ
ュ
の
地
盤
条
件
を
、
次
の
七
種
の

判
定
基
準
が
ら
液
状
化
危
険
度
に
つ
い
て
判
定
し
、
液

状
化
危
険
度
分
類
図
を
作
成
し
た
（
図
１
２
）
。

　
〈
液
状
化
判
定
基
準
〉

ア
、
砂
層
が
地
表
よ
り
連
続
し
て
い
る
か

イ
、
液
状
化
し
な
い
表
層
が
三
㍍
以
上
あ
る
か

ウ
、
そ
の
砂
層
の
水
が
飽
和
し
て
い
る
か
、
ど
う
か

エ
、
そ
の
砂
層
が
地
表
か
ら
二
〇
㍍
以
上
、
下
に
あ
る

　
　
か
、
ど
う
か

オ
、
砂
の
粒
径
範
囲
が
ど
の
よ
う
な
範
囲
に
な
っ
て
い

　
　
る
か

カ
、
そ
の
砂
層
の
Ｎ
値
は
ど
の
位
か

キ
　
過
去
に
液
状
化
し
た
既
往
症
が
あ
っ
た
の
か
、
な

　
　
か
っ
た
の
か

　
な
お
、
液
状
化
す
る
表
層
と
は
砂
層
を
い
い
、
液
状

化
し
な
い
表
層
と
は
粘
土
、
シ
ル
ト
、
ロ
ー
ム
、
礫
、

腐
植
土
、
固
結
泥
岩
、
固
結
砂
岩
等
を
さ
す
。

　
そ
の
結
果
を
次
の
三
段
階
に
区
分
し
た
。
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Ａ
‘
液
状
化
の
可
能
性
　
　
大

Ｂ
　
液
状
化
の
可
能
性
　
　
あ
り

Ｃ
　
液
状
化
の
可
能
性
　
　
な
し

　
Ａ
と
判
定
さ
れ
た
地
域
は
、
主
と
し
て
鶴
見
川
、
恩

田
川
、
早
渕
川
、
鳥
山
川
、
帷
子
川
、
今
井
川
、
大
岡

川
、
日
野
川
、
笹
下
川
’
宮
川
、
待
従
川
、
境
川
、
和

泉
川
、
柏
尾
川
、
阿
久
和
川
等
の
河
川
沿
い
の
沖
積
地

及
び
鶴
見
、
神
奈
川
、
西
、
中
、
磯
子
、
金
沢
の
臨
海

埋
立
地
で
顕
著
に
現
わ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
全
市

域
の
約
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
っ
て
い
る
。

②
―
予
想
震
度
分
布
図
の
作
成
∇

(
ア
)
地
震
時
に
お
け
る
地
盤
の
予
想
震
度
の

　
基
本
的
考
え
方

　
地
下
深
所
で
発
生
し
た
地
震
波
は
、
主
に
地
表
の
ご

く
浅
い
部
分
の
土
質
的
特
性
に
よ
っ
て
変
形
を
受
け
、

地
盤
振
動
の
際
、
違
い
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と

が
。
最
近
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
あ
る
地
盤
の
表
層
土
質
の
Ｓ
波
速
度
と

地
盤
の
振
幅
増
幅
度
は
ほ
ぼ
逆
比
例
し
、
振
幅
増
度
と

最
大
加
速
度
は
ほ
ぼ
比
例
関
係
に
あ
る
の
で
、
あ
る
標

準
地
盤
を
考
え
て
、
そ
の
標
準
地
盤
で
の
最
大
加
速
度

及
び
Ｓ
波
速
度
V
S
A
が
わ
か
っ
て
い
て
、
求
め
よ
う
と
す

る
地
盤
の
表
層
土
質
の
Ｓ
波
速
度
が
わ
か
れ
ば
、
次
に

示
す
よ
う
な
関
係
式
が
成
り
立
つ
こ
と
か
ら
、
そ
の
地
。

盤
の
最
大
加
速
度
が
計
算
で
求
め
ら
れ
る
。

α
B
･
･
･
求
め
よ
ケ
と
す
る
地
盤
の
最
大
加
速
度
（
ガ
ル
）

V
S
A
･
･
･
標
準
地
盤
の
表
層
土
質
の
Ｓ
波
速
度
（
㍍
毎
秒
）

V
S
B
･
･
･
求
め
よ
う
と
す
る
地
盤
の
表
層
土
質
の
Ｓ
波
速
度

　
　
　
（
㍍
毎
秒
）

α
A
･
･
･
標
準
地
盤
の
最
大
加
速
度
（
ガ
ル
）

　
こ
の
考
え
方
を
各
メ
ッ
シ
ュ
毎
の
地
盤
に
適
用
し

て
、
そ
の
最
大
加
速
度
を
求
め
た
。
こ
の
式
の
中
で
標

準
地
盤
と
は
、
表
層
土
質
の
Ｓ
波
速
度
が
、
一
五
〇
肩

毎
秒
で
あ
る
よ
う
な
地
盤
を
さ
し
、
具
体
的
に
は
関
東

ロ
ー
ム
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
ま
た
、
表
層
土
質
と
は
、

表
層
よ
り
五
肩
以
内
で
最
大
を
占
め
る
土
質
を
さ
し
て

い
る
。

(
イ
)
予
想
震
度
分
布
図
の
作
成

　
メ
ッ
シ
ュ
毎
に
算
出
し
た
最
大
加
速
度
に
基
づ
い

て
、
本
市
内
の
予
想
震
度
を
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
三
ラ
ン
ク

に
分
類
し
て
予
想
震
度
分
布
図
を
作
成
し
た
（
図
３
）
。

　
　
そ
の
。
概
略
を
以
下
に
示
す
。

　
　
ア
、
予
想
震
度
Ａ
の
地
域
〔
最
大
加
速
度
四
〇
〇

　
　
　
ガ
ル
以
上
・
気
象
庁
震
度
階
の
七
（
激
震
）

　
　
　
に
相
当
〕

　
主
と
し
て
臨
海
埋
立
地
、
沖
積
地
及
び
谷
底
平
野
等

の
腐
植
土
や
極
め
て
軟
弱
な
砂
、
粘
土
、
シ
ル
ト
等
の

地
質
で
構
成
さ
れ
て
い
る
地
盤
の
地
域
で
、
全
地
域
の

約
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。

　
　
イ
、
予
想
震
度
Ｂ
の
地
域
〔
最
大
加
速
度
二
五
〇

　
　
　
　
―
四
〇
〇
ガ
ル
・
気
象
庁
震
度
階
の
六
（
烈

　
　
　
　
震
）
に
相
当
〕

　
市
域
南
部
を
除
く
大
部
分
の
丘
陵
地
及
び
そ
の
周
辺

地
域
の
ロ
ー
ム
が
比
較
的
厚
く
堆
積
し
て
い
る
地
盤
の

地
域
で
、
全
市
域
の
約
五
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。

　
ウ
、
予
想
震
度
Ｃ
の
地
域
〔
最
大
加
速
度
二
五
〇

　
　
　
　
ガ
ル
以
下
・
気
象
庁
震
度
階
の
五
（
強
震
）

　
　
　
　
に
相
当
〕

主
と
し
て
市
域
南
部
の
円
海
山
付
近
を
中
心
と
し
た

丘
陵
地
、
沖
積
地
や
谷
底
平
野
の
比
較
的
硬
い
地
盤

　
（
固
結
砂
岩
、
泥
岩
や
礫
層
）
の
地
域
で
、
全
市
域
の

約
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

③
―
建
物
の
災
害
予
測

⑦
地
震
時
に
お
け
る
建
物
の
振
動
特
性
の
解
析
に

　
関
す
る
基
本
的
考
え
方

　
地
震
時
に
お
け
る
建
物
の
振
動
は
、
建
物
の
特
性
だ

け
で
な
く
、
大
別
す
る
と
次
の
三
つ
の
特
性
に
よ
り
規

定
さ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
地
震
動
そ
の
も
の
の
特
性
、
建
物
が
建
っ

て
い
る
地
盤
の
特
性
及
び
地
盤
建
物
連
成
系
効
果
に
よ

る
特
性
が
そ
れ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
あ
る
地
域
に
お
け

る
地
震
被
害
推
定
を
想
定
し
た
応
答
解
析
を
す
る
場

合
、
こ
れ
ら
全
て
の
特
性
を
考
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
　

い
。
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こ
こ
で
は
、
地
盤
の
特
性
を
反
映
し
て
地
表
面
に
想

定
し
た
地
震
波
を
建
物
の
基
部
に
入
力
し
て
応
答
解
析

を
行
っ
た
。

(
イ
)
地
震
時
に
お
け
る
建
物
の
被
害
予
測
に
関
す
る
基
本

　
的
考
え
方

　
建
物
の
被
害
予
測
を
す
る
場
合
、
ま
ず
考
え
ね
ば
な

ら
な
い
の
は
、
将
来
、
起
こ
り
得
る
被
害
地
震
の
発
震

日
時
、
発
生
場
所
、
規
模
、
発
震
機
構
等
で
あ
り
、
次

に
、
こ
れ
に
対
し
て
あ
る
地
域
の
建
物
の
被
害
推
定
を

す
る
。
と
い
う
の
が
一
般
的
に
考
え
ら
れ
る
方
法
で
あ

る
。

　
と
こ
ろ
が
、
地
震
の
発
生
に
関
し
て
は
、
適
確
に
予

知
し
得
る
段
階
に
達
し
て
い
な
い
し
、
建
物
支
持
地
盤

の
崩
壊
過
程
、
地
盤
建
物
連
成
系
の
諸
現
象
等
に
つ
い

て
も
不
明
な
点
が
多
い
。

　
そ
こ
で
現
在
の
段
階
に
お
い
て
最
も
信
頼
性
の
高
い

方
法
と
い
う
の
は
、
過
去
に
お
け
る
横
浜
市
の
地
震
被

害
分
布
を
手
が
か
り
に
し
て
推
定
す
る
方
法
で
あ
る
。

ま
た
、
他
の
地
域
に
起
っ
た
過
去
の
被
害
地
震
の
調
査

結
果
、
例
え
ば
、
壁
率
と
建
物
被
害
と
は
高
い
相
関
性

を
持
つ
と
か
、
建
物
被
害
は
局
地
的
な
地
形
の
影
響
を

受
け
や
す
い
と
か
の
条
件
を
考
慮
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
建
物
の
被
害
予
測
に
関
し
て
は
、
、
前
項
で

示
し
た
方
法
に
よ
り
、
地
盤
別
、
建
物
別
の
地
震
危
険

度
を
算
出
し
、
実
際
の
調
査
資
料
に
基
づ
く
危
険
を
合

わ
せ
考
え
て
、
各
地
域
ご
と
の
被
害
想
定
を
行
う
解
析

手
法
と
し
た
。

(
ウ
)
建
物
の
振
動
特
性
の
解
析

　
あ
る
地
域
の
地
盤
特
性
を
反
映
し
た
地
震
波
を
想
定

し
、
こ
の
地
震
波
を
耐
震
性
能
を
持
つ
建
物
基
部
に
入

力
し
て
応
答
解
析
を
し
た
ノ
こ
の
場
合
、
重
要
な
問
題

は
地
震
波
の
想
定
と
地
震
時
に
お
け
る
建
物
の
動
力
学

的
特
性
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ

に
対
し
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
た
。

　
　
(
ア
)
入
力
地
震
波
の
作
成

　
建
物
の
耐
震
性
能
を
検
定
す
る
場
合
の
一
例
と
し

て
、
過
去
の
記
録
地
震
を
用
い
て
応
答
解
析
を
す
る
と

い
う
方
法
が
よ
く
と
ら
れ
る
が
、
こ
の
方
法
は
、
そ
の

地
盤
特
性
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
と
と
も
に
、
地

震
の
非
再
現
性
、
不
確
定
性
を
考
え
る
と
、
適
当
な
方

法
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
、
市
内
の

一
、
七
九
七
箇
の
全
メ
ッ
シ
ュ
に
つ
い
て
レ
ス
ポ
ン
ス

解
析
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
市
内
の
地
盤
を

一
〇
種
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
、
そ
れ
ら
の
地
盤
特
性
を

反
映
し
た
関
東
大
地
震
と
同
規
模
の
人
工
地
震
波
を
作

成
し
、
こ
れ
を
入
力
地
震
波
と
し
た
。

　
　
(
イ
)
建
物
の
動
力
学
的
特
性

　
建
物
の
耐
震
性
能
は
、
構
造
種
別
（
木
造
、
Ｒ
・
Ｃ

造
、
Ｓ
造
）
建
物
の
固
有
周
期
等
に
よ
っ
て
き
ま
る
。

こ
こ
で
は
建
物
の
動
力
学
的
特
性
を
、
構
造
種
別
に
よ

ら
ず
一
つ
の
特
殊
な
弾
性
応
答
に
近
似
す
る
も
の
と
考

え
た
。
す
る
と
建
物
の
特
性
は
、
周
期
、
減
衰
、
振
動

図―４の
型
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
各
メ
ッ
シ
ュ
ご
と
に
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

(
エ
)
建
物
の
災
害
予
測
結
果

　
建
物
の
災
害
予
測
を
す
る
場
合
は
、
弾
性
応
答
計
算

を
し
て
求
め
ら
れ
た
応
答
量
と
被
害
と
の
関
係
を
、
実

験
、
実
測
資
料
に
基
づ
き
、
こ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
規

定
し
て
被
害
予
測
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
あ
る
敷
地
地
盤
に
お
い
て
、
建
物
の
レ
ス
ポ
ソ
ス
ー

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
が
図
―
４
の
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
と
す

る
。
図
中
破
線
で
示
さ
れ
た
変
形
量
を
、
木
造
、
Ｒ
・

Ｃ
造
、
Ｓ
造
の
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
被
害
（
全
壊
、
半
壊
な

ど
）
限
界
を
示
す
変
形
量
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
図
か

ち
、
こ
の
敷
地
地
盤
に
建
つ
木
造
建
物
の
う
ぢ
、
周
期

　
(
Ｔ
)
が
T
1
≦
T
≦
T
2
の
範
囲
内
に
あ
る
よ
う
な
も

の
は
、
あ
る
被
害
を
う
け
る
も
の
と
し
た
。

　
以
上
か
な
り
大
胆
な
仮
定
を
設
け
て
近
似
的
に
で
は

あ
る
が
本
市
の
災
害
予
測
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
建
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物
の
降
伏
震
度
、
耐
力
、
減
衰
等
の
点
で
、
中
低
層
の

建
物
に
厳
し
く
、
高
層
建
物
を
甘
く
評
価
し
て
は
い
る

も
の
の
、
一
般
に
中
低
層
と
い
わ
れ
る
建
物
は
、
か
な

り
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
。

崖
崩
壊
の
危
険
に
つ
い
て

①
―
地
震
と
崖
崩
れ

　
一
般
に
崖
崩
れ
は
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
風
水
害

に
よ
っ
て
生
じ
や
す
い
。
し
か
し
、
過
去
の
例
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
地
震
に
よ
っ
て
も
大
規
模
な
崖
崩
れ

や
山
崩
れ
等
が
起
き
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
地
震

時
の
崖
崩
れ
は
、
豪
雨
型
の
そ
れ
に
比
較
し
て
規
模
も

一
般
に
大
き
い
。
こ
れ
は
地
表
か
ら
浅
い
層
だ
け
が
崩

れ
る
の
で
は
な
く
、
岩
質
、
構
造
に
よ
っ
て
は
基
盤
岩

ま
で
も
破
壊
さ
れ
、
崩
壊
す
る
た
め
で
あ
器
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
震
の
前
後
に
豪
雨
が
あ
れ
ば
、

被
害
は
相
乗
的
に
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
。
地
震
時
に

は
斜
面
の
急
緩
に
か
か
わ
ら
ず
崖
崩
れ
が
生
じ
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
関
東
大
地
震
の
時
に
は
、
崖
崩
れ
や
山
崩
れ
が
無
数

と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
各
地
で
起
っ
た
が
、
本
市
内
で
は

七
三
が
所
の
崖
崩
れ
が
発
生
し
、
こ
れ
に
よ
り
一
〇
六

棟
が
埋
没
あ
る
い
は
倒
壊
の
被
害
を
受
け
て
い
る
。
当

時
と
較
べ
て
本
市
域
は
著
し
く
拡
大
し
、
都
市
化
が
進

ん
で
い
る
。
こ
と
に
近
年
、
丘
陵
地
へ
の
宅
地
造
成
の

進
行
は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
地
震

時
に
は
崩
壊
す
る
可
能
性
が
強
い
の
で
、
日
常
か
ら
十

分
な
安
全
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

②
―
崖
の
分
布

　
本
市
は
大
都
市
に
は
珍
ら
し
い
丘
陵
性
の
都
市
で
あ

り
、
丘
陵
末
端
部
の
大
部
分
は
崖
状
の
地
形
を
呈
し
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
市
内
い
た
る
所
に
崖
が
存
在
す

る
。
傾
斜
角
三
〇
度
以
上
、
高
さ
三
㍍
以
上
の
崖
だ
け

で
も
市
内
に
六
、
五
〇
〇
ヵ
所
以
上
あ
る
。

　
そ
の
中
、
県
知
事
が
指
定
す
る
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険

区
域
は
一
五
二
ヵ
所
あ
り
、
建
築
局
長
が
設
定
す
る
崖

崩
れ
危
険
地
域
は
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
合
せ
て
三
三
二
ヵ
所

あ
る
。

③
―
崖
の
危
険
度
に
つ
い
て

　
崖
の
危
険
度
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
急
傾
斜
地
崩
壊

危
険
区
域
の
指
定
基
準
は
、
傾
斜
角
が
三
〇
度
以
上
、

高
さ
が
五
㍍
以
上
の
崖
で
、
崩
壊
に
よ
り
危
害
が
生
ず

る
恐
れ
が
あ
る
人
家
が
五
戸
以
上
あ
る
区
域
、
｀
ま
た

は
、
官
公
署
、
学
校
、
病
院
、
旅
館
等
に
危
害
が
生
ず

る
恐
れ
が
あ
る
区
域
と
定
め
ら
れ
、
崩
壊
防
止
工
事
の

実
施
基
準
と
し
て
は
、
高
さ
一
〇
㍍
を
こ
え
る
自
然
崖

で
、
崩
壊
に
よ
り
被
害
を
受
け
る
家
屋
が
二
〇
戸
以
上

密
集
し
て
い
る
地
域
と
定
め
ら
れ
、
南
区
、
中
区
、
磯

子
区
、
保
土
ヶ
谷
区
、
金
沢
区
に
多
い
。

　
ま
た
、
崖
崩
れ
危
険
区
域
設
定
基
準
は
次
の
よ
う
に

定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
主
と
し
て
そ
の
対
象
は
宅
地
崖
で
、
崖
崩
れ

に
よ
り
人
命
、
家
屋
等
に
被
害
を
及
ぼ
す
と
予
想
さ
れ

る
崖
の
風
水
害
に
よ
る
危
険
度
分
類
で
、
崖
の
判
断
基

準
は
、
傾
斜
角
三
〇
度
以
上
、
高
さ
三
㍍
以
上
の
急
傾

斜
地
と
し
て
い
る
。
そ
の
危
険
度
は
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
三

段
階
で
、
次
の
条
件
で
分
類
し
て
い
る
。

　
Ａ
　
日
雨
量
が
一
〇
〇
ミ
リ
㍍
以
下
ま
た
は
連
続
雨

　
　
量
が
一
五
〇
ミ
リ
㍍
以
下
の
降
雨
に
よ
り
、
直
接

　
　
家
屋
ま
た
は
人
畜
に
被
害
を
お
よ
ぼ
す
お
そ
れ
の

　
　
あ
る
区
域

　
Ｂ
　
日
雨
量
が
Ｉ
〇
〇
ミ
リ
㍍
以
上
一
五
〇
ミ
リ
㍍

　
　
以
下
ま
た
は
連
続
雨
量
が
一
五
〇
ミ
リ
㍍
以
上
二

　
　
〇
〇
ミ
リ
㍍
以
下
の
降
雨
に
よ
り
、
直
接
家
屋
ま

　
　
た
は
人
畜
に
被
害
を
お
よ
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
区

　
域

　
Ｃ
　
日
雨
量
が
一
五
〇
ミ
リ
㍍
を
こ
え
ま
た
は
連
続

　
　
雨
量
が
二
〇
〇
ミ
リ
㍍
を
こ
え
る
降
雨
に
よ
り
、

　
　
直
接
家
屋
ま
た
は
人
畜
に
被
害
を
お
よ
ぼ
す
お
そ

　
　
れ
の
あ
る
も
の

　
こ
の
条
件
で
分
類
す
る
と
、
Ａ
区
域
は
七
ヵ
所
、
Ｂ

区
域
は
四
十
六
ヵ
所
、
Ｃ
区
域
は
二
七
九
ヵ
所
と
な
っ

て
い
る
。

　
危
険
度
の
高
い
も
の
は
、
神
奈
川
区
、
西
区
、
保
土

ヶ
谷
区
、
中
区
、
南
区
及
び
磯
子
区
等
の
市
街
地
に
近
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い
丘
陵
縁
に
多
い
。
ま
た
、
鶴
見
区
、
金
沢
区
、
港
北

区
及
び
戸
塚
区
等
は
住
宅
地
域
に
多
く
分
布
し
て
い

る
。

　
こ
れ
は
、
人
口
増
加
に
伴
い
、
古
い
宅
巻
ｍ
成
地
で

は
丘
陵
地
を
宅
地
と
し
て
改
変
し
、
崖
を
簡
易
な
擁
壁

に
よ
っ
て
土
留
を
す
る
と
い
っ
た
無
理
な
造
成
を
行
っ

た
所
も
あ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
危
険
区
域
内
住
民
の
安
全
確
保
を
図
る
た

め
、
危
険
区
域
ご
と
に
情
報
伝
達
、
避
難
対
策
、
救
助

対
策
等
を
具
体
的
に
定
め
、
警
戒
避
難
体
制
を
整
備

し
、
万
全
を
図
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
地
盤
と
地
震
災
害
に
つ
い
て
は
、

既
に
文
頭
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
「
地
震
と
地
盤
及
び
建

物
に
関
す
る
調
査
」
の
結
果
を
も
と
に
し
て
述
べ
て
き

た
が
、
紙
数
の
都
合
で
、
説
明
が
必
ず
し
も
十
分
で
な

か
っ
た
面
も
あ
る
の
で
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
災
害

対
策
室
へ
照
会
さ
れ
た
い
。

　
〈
中
台
＝
総
務
局
災
害
対
策
室
参
事
／
森
＝
同
主
査
〉

注
１
　
地
盤
が
軟
弱
で
あ
る
か
、
ど
う
か
を
判
定
す
る
方
法

　
　
の
一
つ
と
し
て
Ｎ
値
が
あ
る
。
標
準
試
験
用
サ
ン
プ
ラ

　
　
ー
を
ボ
ー
リ
ン
グ
の
過
程
に
お
い
て
ロ
ッ
ド
の
下
端
に

　
　
と
り
つ
け
、
標
準
ハ
ン
マ
（
重
量
六
三
・
五
㎏
）
に
よ

　
　
り
、
落
下
高
七
五
㎝
で
打
ち
込
み
、
サ
ン
プ
ラ
ー
を
三

　
　
〇
㎝
打
ち
込
む
の
に
要
す
る
打
撃
数
Ｎ
（
回
）
を
測
定

　
　
し
、
サ
ン
プ
ラ
ー
に
入
っ
た
土
質
試
料
か
ら
、
土
層
の

　
　
種
類
、
性
質
お
よ
び
強
度
を
判
定
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
る
。
そ
し
て
こ
の
打
撃
数
を
Ｎ
値
と
よ
び
、
一
般
に
軟

　
　
粘
土
は
Ｎ
=
０
と
な
り
、
Ｚ
>
5
0
と
な
る
と
打
ち
込
み

　
困
難
と
な
る
。

注
２
　
地
震
の
際
、
最
初
に
到
着
す
る
振
幅
の
小
さ
い
波
を

　
　
Ｐ
波
と
い
う
。
こ
の
波
は
、
岩
石
の
体
積
の
変
化
の
反

　
　
発
に
伴
い
生
ず
る
縦
波
（
粗
密
波
）
で
、
音
波
の
よ
う

　
　
に
媒
質
の
振
動
方
向
が
、
波
の
進
行
方
向
と
一
致
し
、

　
　
粗
密
の
状
態
変
化
か
伝
わ
る
。
Ｐ
波
の
速
度
を
こ
こ
で

　
　
は
V
P
で
表
わ
し
た
。

注
３
　
地
震
の
際
、
Ｐ
波
に
続
い
て
到
着
す
る
振
幅
の
大
き

　
　
な
波
を
Ｓ
波
と
い
う
。
こ
の
波
は
、
岩
石
の
変
形
の
反

　
　
発
に
伴
い
生
ず
る
横
波
（
ね
じ
れ
波
）
で
、
光
波
の

　
　
よ
う
に
、
媒
質
の
振
動
方
向
が
波
の
進
行
方
向
に
直
角

　
　
で
。
ね
じ
れ
の
状
態
変
化
が
伝
わ
る
。
あ
る
地
点
で
の

　
　
Ｓ
波
に
よ
る
地
震
動
の
継
続
時
間
は
、
た
い
て
い
一
分

　
　
前
後
で
あ
り
、
地
震
震
害
は
、
主
と
し
て
こ
の
波
に
よ

　
　
っ
て
ひ
き
起
さ
れ
る
。
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